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本格的な社会実装を目指す自動運転、MaaSの交通オペレーター視点での現状

2019年11月29日
株式会社 みちのりホールディングス

浅井 康太
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みちのりグループ
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みちのりグループ

4,896人

経営共創基盤

みちのり
ホールディングス

計

100%出資

従業員

車両
（バス）

車両
（その他）

2,417台

岩手県北バス
グループ

413台

866人

1隻（遊覧船）
16台（カーシェア等）

・岩手県北自動車

・東日本交通

・岩手県北観光

・南部バス観光

・浄土ヶ浜パークホテ
ル

・宮古エコカー
シェアリング

福島交通
グループ

551台

897人

6編成14両
（鉄道）

・福島交通

・福交整備

・福島交通観光

・フクコーアド

・福交保険
サービス

会津バス
グループ

196台

464人

99台
（タクシー）

・会津乗合自動車

・会津トラベル
サービス

・ATS保険サービ
ス

・あいづスタッフ

関東自動車
グループ

617台

1,113人

・関東自動車

・関東自動車整備

・関東ツアー
サービス

・やしお観光バス

・那須交通

茨城交通
グループ

640台

1,414人

105台（タクシー）
197台（レンタカー）

・茨城交通

・運行マネジメン
トサービス

・電鉄タクシー

・ひたちなか海浜
鉄道（49%出
資）

湘南
モノレール

124人

7編成21両
（鉄道）

みちのり
トラベル
ジャパン

5人

※従業員数・車両台数は2019年3月31日時点

100%出資
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みちのりHDの営業エリア
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関東自動車

2012.4
株式譲受・
新体制発足

1924
関東自動車商会設立

2005.1
産業再生機構

2018.10
東野交通と統合

みちのりグループ各社のこれまで
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湘南モノレール

2015.6
株式譲受・
新体制発足

1966
湘南モノレール設立

2017.3
南部バス
事業譲受

岩手県北自動車

1906
盛宮馬車設立

2009.5
再生法申立民事

2010.4
出資・
新体制発足

2009.4
出資・
新体制発足

福島交通

1907
信達軌道設立

2008.4
会社更生法申立

1986
組織再編・破産

会津乗合自動車

2013.8
株式譲受・
新体制発足

1933
若松東山

乗合自動車設立

2010.12
企業再生支援機構

2009.8
出資・
新体制発足

茨城交通

1907
湊鉄道設立

2008.11
民事再生法申立

2005.6
私的整理
（RCC）

2019.05
日立電鉄交通
サービスと統合

1942～1944 戦時統合 （バス・鉄道会社の整理統合の政策的促進）
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グループ経営「縦串と横串」

- 4 -※人数はイメージ

みちのり
HD

横串
メン
バー

岩手県北バス
グループ

経営陣

福島交通
グループ

経営陣

会津バス
グループ

経営陣

関東自動車
グループ

経営陣

茨城交通
グループ

経営陣

湘南
モノレール

経営陣

安全対策（事故防止策、乗務員教育、内部監査制度の構築など）

経営管理・ビジョン共有・営業企画

技術イノベーション対応（新規事業の立ち上げ ICT・IoTの実装）

ICT・IoTの実装（新規事業、WEBマーケ）

車両整備のベンチマーキング

共同購買（車両、IC、ドライブレコーダー、情報システムなど）

路線活性化活動

人事制度改革

インバウンド誘客対応

プロパー社員との緊密なコミュニケーション
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取組が進む自動運転実証（2018年度版）

- 6 -【出典】官民ITS構想・ロードマップ2018（案）
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多様な自動運転車両の種類（一部のみ）
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バスタイプ

先進モビリティ(SB系）

群馬大学

ＪＥＴＥＣＴ

自動運転専用車

ARMA(NAVYA社)

EZ10(DeNA系)

E-Pallet(TOYOTA)

改造型自動運転

ＹＡＭＡＨＡ社

ＺＭＰ社
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グループの自動運転関連の取組紹介
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PJサイト
（http://autonomousbus-project.com/）
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取組の現状
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これだけ多くの実証実験が
行われているが、

すぐに実装が進むのか？
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商用実装に向けた課題

- 10 -

自動運転車両
の開発

遠隔
監視技術

車両管制
技術

道路交通法の
議論

道路運送法の
適用議論

利用者接点
（料金徴収）

緊急時の
対応方法

走る車両ができる ≠ 商用実装

車両の
メンテナンス

最適な車両
運用

補助金制度の
在り方

スムーズな
乗降者
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今後の本格導入に向けた課題

 ガイドラインに沿った運営ルールの整理

 自律的に運行を続けられる信頼性

 地元と交通事業者の適切な役割分担

 持続的に維持できる運営・投資方式

- 11 -
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自動車産業で起こっていること
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約100年前、米国に1,500万頭いたとされる馬は、現在では
1,500万台の自動車に置き変わりました。いまはその時と同
じか、それ以上のパラダイムチェンジを迎えているのではな
いでしょうか。まさに、自動車業界は「100年に一度の
大変革の時代」に入っていると、日々実感しています。

「電動化」「自動化」「コネクティッド」「シェアリング」
などの技術革新は急速に進み、新しい競争ルールで、新し
いライバルたちと、「勝つか負けるか」ではなく、「生き
るか死ぬか」の闘いが始まっています。

私は、トヨタを「自動車をつくる会社」から、「モビリティカンパニー」にモデルチェンジすること
を決断しました。すなわち、世界中の人々の「移動」に関わるあらゆるサービスを提供する会社になるという
ことです。
（途中略）
こうした出会いを通じて、私は「モビリティによって、すべての人に移動の自由と楽しさをお届けすること。
“Mobility for All”をめざすことこそが、自動車会社がやるべきこと」だとの考えをさらに強めました。そして、
私たちが忘れてはいけないもう一つの軸は、それが愛の付くモビリティであることです。「愛車」と呼ばれる
ように、クルマには愛が付きます。自動車会社出身であるトヨタのモビリティには、必ず愛が付くことにこだ
わっていきたいと思います。

【出展】トヨタ社2018年度IR資料から抜粋
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OEMが目指す変化
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【出展】トヨタ社WEBサイトおよびIR資料から抜粋

多様性への対応・協業

安く、品質の高い自動車の提供 全ての人の移動を支える
モビリティサービスの提供

大量生産・大量消費
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OEMが始めるモビリティサービス化 （2014年）
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【出典】Daimler社資料より抜粋

Emergenceなスタートアップ、公共交通機関との連携
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モビリティサービスはさらに進化（2019年）

- 16 -

【出典】Daimler社資料より抜粋

グループの垣根を超えてオールドイツで連携（新たなエコシステムの構築）
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多様に見えるサービスは実は一つの大きな流れ
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Car 
shearing

Multi modal
navigation

New mobility 
Service

Ride 
Heling/
Sharing

Autonomous
mobility

Integrated
Mobility
Service

車の所有はステータス、
空いている時しか使えな
いなんて価値があるの？

誰が運転してるのかわか
らない乗り物なんて…

乗換するより、一気に移
動できる方が楽に決まっ
てる

いつくるかわからない乗り
物なんて不便だろ

人が運転する車がある限
り実現しないでしょ

?
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CASEによる変化の単純な図式化
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これまでのVC 業界の変化によるVCの変化

公共交通事業者

OEM

ICT事業者

利用者

これまでのサプライヤーが競合になりえる可能性があるのではないか？

車両提供
システム提供

サービス提供

公共交通事業者

OEMICT事業者

利用者

サービス提供 サービス提供

サービス提供
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潜在的な競合になりえるのではないか？
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規制による参入障壁

労働集約型産業

暗黙知としてのノウハウ

自動運転技術
（Autonomous)

OEMやリース事業者の
サービス事業への参入

需給に関するビッグデータ
（Connected/Shared)

モビリティサービスを束ねる
プラットフォーマー

新たな収益モデルの構築
（Service）

広告事業と
一体化したサービス

技術革新によって協調関係が競争関係に転換、潜在的な競合化する可能性

破壊的なイノベーション
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Googleが取得した特許
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UBSは2030年に自動運転車内の広告が
4,720憶ドル（50兆円）の市場規模

になると予想

（出典：Longer Term Investments Smart mobility）

世界のバスの市場規模
615億ドル（2016年）*1
世界のタクシーの市場規模
1,080億米ドル（2017年）*2

※1 The Freedonia Groupレポートから引用
※2 Global Cab Services Marketレポートから引用
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自動運転化を見据えた取組
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【引用】Monet 社資料から抜粋

交通事業者が果たす役割は限定的になることを想定した図
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需給データの収集と都市の最適化
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【出典】Urban engines社サイトから引用

【出典】トヨタ社資料から抜粋

着々と需給データの集約に向けた準備を進めている



Michinori Holdings All Rights Reserved

目次

1. オペレーター視点で見た自動運転の現状

2. 自動運転化がもたらすバス事業者への影響

3. 実装に向けた取組

4. これからのアクション（MaaSとの連携）

- 25 -



Michinori Holdings All Rights Reserved

都市間移動 ⇒ トラックが先行

ＮＥＤＯサイト
から引用

高規格道路
（貸切・高速バス）

ラストワンマイル
（ロースペック技術）

基幹交通
（ＢＲＴ）都市内移動

都市間移動

都市内デマンド
（P2P移動）

本格的な車両登場は
23年度以降～

ひたちBRTで
22年度以降に実装目標

みちのりグループが
早期実装に注力する領域

山間地で
20年度以降に実装目標

- 5 -

みちのりグループの自動運転バスへの取組み



Michinori Holdings All Rights Reserved

みちのりグループで目指す自動運転サービス
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自宅からバス停までの数km
ラストワンマイル自動運転

郊外から中心地への
バスの自動運転（BRT専用道）

中心地でのデマンド交通
デマンド型自動運転

多様な交通手段をシームレスに接続
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ひたちBRTにおける自動運転実証

大甕駅

専用道区間
（1.3km）

全長3.2kmのBRT区間

おさなかセンター

一般道区間

一般道区間

【走行場所】 （ひたちBRT路線）

• 走行路 ：一般道と専用道の混在区間（3.2km）

• 走行速度 ：専用道（最大30km/h)／一般道（最大40km/h)

【実証概要】

• 2018年10月19日～28日 （14日間）

• 1回8人が乗車可能（＋説明員2名）／一日8便運行

• 期間中に合計544人が乗車

【自動運転車両に関する情報】

• 走行レベル：レベル２（一般道）／レベル３（専用道）

• 車両：日野 ポンチョ製

• 自車位置推定：RTK-GPS＋IMU（ジャイロ）＋磁気マーカー

• 障害物検知：Lidar（距離測定）＋カメラ（物体認識）

• 安全監視 ：遠隔監視システム（SBD社Dispatcher)

• 磁気マーカー敷設（専用道区間の1.3ｋｍ)に2m毎に埋設

• 信号協調システム（間隔情報（スプリット情報）を取得）

• 路側センサーによる人飛び出し検知システム
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ひたちBRT実証のマイルストーン

2016年～2018年度 2019～2020年度

• ラストマイル自動走行の実証評価事業
（国交省・経産省事業）

• 新モビリティサービス推進事業（国交省）
• 中型自動運転バスによる実証評価（審査中）

自動運転バスサービスのコンセプト検証

路車協調のシステム連携

スマートバス停
（決済体験）

自動運転向けの
専用アプリ

信号協調システム
歩行者

検知センサー
遠隔監視
システム

利用環境の深化（MaaS)

統合的な運行システム

デマンドTaxi MaaSアプリ連携
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ラストワンマイル自動運転の取組

2017年10月
（道の駅 ひたちおおた）

2019年7月
（高倉地域）

道の駅
ひたちおおた

高倉地域

東京

高速バス

路線バス

 路線バスとの接続
 有償運送
 遠隔監視システム
 UI/UXの高度化
 長期実証（約1か月）

 道の駅近隣集落・貨客混載
 無償（体験乗車）
 監視システムなし
 事前申込制
 短期実証（7日間）

市街
地
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2019年度の常陸太田市の実証概要
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走行ルート

スマートバス停

バス停での
待ち客検知

障害物検知

電磁誘導線

交流センター
【走行場所】

• 走行路 ：集落内の一般道（1.8km）

• 沿線の世帯数30世帯／人口約80人

• 走行速度 ：自動運転時 12km/h

【実証概要】

• 2019年6月23日～7月21日 （29日間）

• 1回定員 6人(1人は保安員）

• 平日：定期便6便、休日3便 （随時デマンド走行）

【自動運転車両に関する情報】

• 走行レベル：レベル２（一般道）

• 車両：ヤマハ発動機製

• 自車位置推定：電磁誘導線

• 障害物検知：ステレオカメラ・LiDAR

• 安全監視 ：遠隔監視システム（KDDI社)

• 路側LiDARによる障害物検知システム／バス停の人検知

• スマートバス停での呼び出しシステム
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遠隔から利用者の安全を担保する仕組み
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遠隔の交通事業者 協力する地元

車内カメラ・音声

路側センサー
（落下物・飛び出し）

遠隔から
常時監視

単純作業
の委託

落下物の除去
緊急時駆けつけ

→将来的に遠隔操作
（レベル４へ移行）



Michinori Holdings All Rights Reserved

高齢者にも使いやすいシンプルな予約画面
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自動運転における取組の考え方
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自動運転車両
の開発

遠隔
監視技術

車両管制
技術

道路交通法の
議論

道路運送法の
適用議論

利用者接点
（料金徴収）

緊急時の
対応方法

巨大資本の競争の主戦場では戦わず、自動運転ができることを前提に周辺を探索

車両の
メンテナンス

最適な車両
運用

補助金制度の
在り方

スムーズな
乗降者



Michinori Holdings All Rights Reserved

競争可能と考えている探索領域
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サービスとてして提供しているバス事業の運行ノウハウ、
利用者からのフィードバックを得ることで現実的なシステム構築ができる

（現場を持っている強みを生かした領域で勝負）
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みちのりGのCASEの取組
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Connected

Electrification

Services

Autonomous
 自動運転技術の実証
 日立市（BRT)
 常陸太田市（ラストマイル）

 MaaS
 キャッシュレス決済
 WEBマーケ

 車輌の電動化
 EVバスの導入

 データ標準化（GTFS）
 GTFSハブシステム

 スマートバス停
 スマートバス停

 車輌データの収集・活用
（ex.バスロケ、Wifi)
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枯れた（＝信頼性の高い）車両での自動運転

• 実証用途（PoC)の品質
• 多様な走行場所を走行
• 専用のメンテナンス体制
• 高価な車両・システム

研究開発途上の先進技術
（ハイスペック自動運転）

実績・信頼のある枯れた技術
（ロースペック自動運転）

• 商品としての品質・実績
• 決まったルートを走行
• 確立されたメンテナンス方法
• 安価な車両・システム
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地域版MaaSのロードマップ
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多様なMaaSアプリ

標準化＋オープン化

運行情報
予約在庫
チケット発券

地域内の移動サービスを
「まとめる」＋「増やす」

•検索
•決裁
•発券

域内の
サービスを
定額で利用

省力化・効率化
で持続性確保

UI/UX
の深化・統合

サービスの多様化
（エリアと種類の充実）

自動運転バス

ラスワンマイル
無人運転

貨客混載

統合

定額化

収益力強化

バス

タクシー

BRT

デマンド
サービス

他地域のアプリからも利用可能

スマホで
移動が完結

相乗り
サービス

シェアリング
サービス

日立版MaaS

都市内の
データを集約
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利用者向けアプリ

公共交通
事業者

既存事業のデジタル化

運行データの
標準・オープン化

運行データ
のデジタル化

(車両、人、ダイア)

チケットシステム
の高度化

予約・管理
システム

AIデマンド
マッチングエンジン
（Ride sharing)

在庫管理
システムの
更新・導入

認証基盤の構築
端末対応など

車両配車システム
運転手管理システム

需要・供給の分析、最適化

決裁・支払い
（Payment代行）

ルート検索
（乗換案内）

乗換マッチング
エンジン

個人情報管理

必要機能
を利用

アプリ向けのAPI・SDKなどのPF（利用手続きを定めたプロトコル）協調領域

アプリ
サービサー

（MaaS Provider） 個人情報
（顧客情報）

匿名化した
需給情報
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Static data

みちのりグループ
A社のデータ

みちのりグループ
A社のデータ

公共交通データHUBシステム（PTD-HS）

みちのりグループ
各社のデータ

みちのりグループ
外のデータ

標準的な
バス情報フォーマット

（GTFS）

GTFS-RT

時刻、バス停、経路、
系統、運賃など

Real time data

みちのりグループ
A社のデータ

関東自動車
バスロケデータ

みちのりグループ
外のデータ

標準API

人的チェック**

乗換検索サービス（CP）

自社・地域サービス

新たな価値創造

*交通事業者側で標準フォーマットによるデータ作成に移行
**将来的には自動化に移行

GTFS形式に変換*
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